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新型コロナウイルス感染者数が減少傾向を示し、全国各地に出されていた緊急事
態宣言やまん延防止等重点措置が本日解除されることとなりました。熊谷市では、こ
れに先立ち市内全小中学校が９月２１日（火）から通常登校を始めました。
本校では、分散登校中も子供の学びを止めないよう自宅にいる子供たちに対しても

オンライン朝の会や授業の配信等タブレットを使い、心のケアや授業を進めてまいり
ました。保護者の皆様におかれましては、インターネットの接続やお子さんの見守り
等ご理解、ご協力をいただきありがとうございました。
さて、９月２１日の埼玉新聞に「集中力が続かない」という見出しと以下の内容が書

かれていました。
緊急事態宣言を受け、久喜市は夏休み明け、学校と自宅で同じ授業に取り組む「ハイブリッド授業」

を導入した。感染防止に効果を発揮した一方、保護者の声からは、さまざまな課題も浮き彫りになっ
た。保護者の声として「やっぱり家だと集中力が続かない。」「仕事はなるべく在宅に変更し付かず離
れず。」「現時点では、家庭、特に保護者への負担が大きく。」自宅に子供だけを残す、昼食の準備、
学童との連携、仕事との両立など、親の不安や負担の声が多く上がった。」と記事は、締めくくってい
ました。
学校生活は、時間で動き、休み時間も限られていて、授業は、次から次へと続き、給食の時間以外

は飲んだり、食べたりできないし、給食は、嫌いなものでるし、掃除の時間は、あるし、「あ～めんどく
さい～、自由がいいよ。」って思っていた子もいたかもしれません。分散登校期間中は、１日おきに学校
に行く日があったので、「学校に行かない日は、らくちん。」などと言って朝起きなかった子もいたことで
しょう。
やることが決められている学校生活と違い、分散登校中の登校しない日は、どう時間を使うか、何を

するか、全部自分で決めなくてはなりません。ですから、判断や行動を誤ると、危険なことや責任を伴う
こともあるわけです。
少し前の話になりますが、2014年にオックスフォード大学のオズボーン准教授が「雇用の未来」の論

文で「10年後になくなりそうな職業」を発表して話題になりました。その発表から見えてくるものは，ひ
とりでは解決できないことや人工知能ではできないことが大切になってくるということです。予測のつかな
い社会を生き抜いていかなくてはならない子供たちにとって、知・徳・体のバランスのとれた力を学校で
身に付けさせ、大変なこと、困難なことがあっても、あきらめず立ち直っていく力を培う事が大切である
と考えています。学校は、集団生活の場です。いろいろな考え方や性格の人がいます。子供たちは、学
校生活の中で、仲間と協力して何かをやり遂げる経験や、意見がぶつかり嫌な思いをしたりして、仲間
の大切さや、嫌な思いをしても折り合いをつける能力をつけていきます。

だからこそ学校は、社会に出る前に失敗したり迷ったりしながら学ぶ場であり、いろいろな人の考え方
に触れながら学ぶ場であり、その喜びが味わえる場であると思います。

１０月は１年間の折り返しの月です。前期は１０月１４日（木）で終了し、１０月１８日（月）からは後期が
始まります。この半年間の子供たちの様子ですが、学力・体力ともに次のようなよい成果を残す事がで
きました。

・「全国学力・学習状況調査（６年生対象）」、「埼玉県学力・学習状況調査（４．５．６年生対象）」
の結果は、ほぼ埼玉県・熊谷市の平均点を上回ることができました。

・「新体力テスト」の結果も、前年度の埼玉県の平均を上回る種目がほとんどでした。

本校では「長井小９つの取組」を始め、毎日の「一生に一回しかない授業」、さまざまな行事を通し
て一人一人の子供たちに「あきらめない力」と、それによってつけられた「自信」を持たせていきたいと
考えています。保護者の皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。

日 曜 行事予定

1 金

２ 土

３ 日

４ 月 くまなび⑦

５ 火 ハートフル学級

６ 水 特日

７ 木 校内授業研究会 ５時間授業

8 金 特日

9 土 田島保育園運動会 本校校庭使用

10 日

11 月 くまなび⑧

12 火 校内授業研究会 ５時間授業 ハートフル学級

13 水 特日

14 木 前期終業式 特日３給食なし 一斉下校⑥

15 金 秋季休業日

16 土 秋季休業日

17 日 秋季休業日

18 月 後期始業式 特日３給食なし

19 火 給食開始 ハートフル学級

20 水 登校指導⑦ 4.5.6年 6時間目授業

21 木

22 金 特日 教育相談③ 外村先生来校

23 土

24 日

25 月 くまなび⑨

26 火 ハートフル学級

27 水 ５年タグラグビー普及啓発事業（午前）

就学時健診 特日３給食なし

28 木

29 金 学校公開日１．２．３年．なかよし

30 土

31 日

開催の可否が問われていましたが、２か月前
は、東京オリンピックのテレビ中継に夢中になっ
ていた方も多かったことと思います。日本勢のメ
ダルの獲得数は、史上最多の５８個でした。メ
ダル取得者のほとんどの選手が「メダルを取り
たい。勝ちたい。そのためにどんな苦しい練習
もコーチを信じて耐えてきた。頑張ってきた。」
と話しています。それに加え、以下に挙げた金
メダリストたちは、周りの方々へ感謝の気持ちを
述べています。

須崎 優衣【レスリング女子50kg級】
「今の自分があるのは、自分に関わってくれ
た全ての人のおかげなので、本当に感謝の気
持ちでいっぱいです。」
喜友名 諒【空手男子形】
「自分一人では、この舞台に立つことはでき
なかったので、本当に今は、、、。すべてに感謝
しかないです。」
新井 千鶴【柔道女子70kg級】
「家族が一番の味方ですし、どんな時も千鶴
は強いと言い続けてくれたので、両親をはじ
め、たくさんの方に感謝の気持ちでいっぱい
です。」
「運が良かったという人は、周りの人に助けら
れてきたという『感謝』の気持ちのある人で、
たとえ逆境に陥っても前向きに取り組める人物
だ。」
現・パナソニックの創始者、松下幸之助が語

った感謝の名言です。
本校の児童も自分の夢を勝ち取るために、コ

ーチ役の先生を信じて、日々、勉強に運動に頑
張ってほしいと思います。
そして家族をはじめ、支えられている周りの

方々への感謝の気持ちをいつも忘れずにいられ
る人になってほしいと願っています。

１（月）学校公開日４．５．６年．なかよし くまなび
４（木）校内授業研究会 ５時間授業
６（土）運動会 給食なし
８（月）振替休業日（11/6 運動会の振替）
１６（火）４年生活習慣病検査
１８（木）６年修学旅行（日光方面）
２０（土）資源回収
２４（水）４年受動喫煙検診尿検査回収
２６（金）北部教育事務所・熊谷市教育委員会学校訪問
２９（月）くまなび

オンライン朝の会 朝の検温

分散登校時、朝の運動 研究授業




